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はじめに
　本稿は2010年３月の前報1）と一連の続報で
ある。前報では当該研究の全体像あるいは研
究の目的と意義に関する事項に触れた。本稿
においては各地の鳥瞰図を作成した絵師に注
目する。鳥瞰図作者として大正以降，今日ま
で第一人者として知られる吉田初三郎をとり
上げる事としたい。吉田初三郎こそが，日本
近代の「鳥瞰図」という絵画兼地図様式の確
立者であった。くわえて初三郎と交流のあっ
た人物，さらには彼に直接あるいは間接に影
響を与えた事項も記述することを念頭に置き
ながら本稿の研究を進める事としたい。
鳥瞰図について
　「ちょうかんず」と呼ばれる特異な手法の
絵図は，大正期筆頭に考案された。やがて昭
和初年にかけて幾人かの絵師たちにより多様
な地域が，さまざまな姿に描写され今日に伝
わる。本稿において扱う鳥瞰図は，日本近代
の都市鳥瞰図である。しかしわが国にあって
は，古代あるいは中世期より文学作品を主題
とした各種の「物語絵巻」や著名な宗教施設
の歴史を綴った「縁起絵巻」あるいは特定の
人物の生涯を絵解きした「偉人絵伝」などが
知られる。これらは通常の高さの目線よりも
少し高い視点から，いろいろな出来事を俯瞰
する形で描写した場面ごとの絵画である。た
だし，その当時の絵巻や絵伝は，出来事の舞
台となった各部屋ないし諸建築物ごとに絵画
化されることが一般的であった。
　やがて戦国時代や江戸初期など中世末から
近世を迎えると，戦さ場の記録や天守閣と城
下町全体をワンセットにして屏風に仕立てる
「合戦図」や「都市図屏風」というパノラマ
作品に発展する。わが国の美術史においては
上記のような歴史的な背景が存在する。した
がって吉田初三郎が近代の鳥瞰図を考案・創
始していくに際しては，日本美術の作品群か
ら有形無形に多大な影響を受けたであろう点
は十二分に考えられる。ただし彼の発想の特
異性ならびに永年鳥瞰図作成を実践し続けた
事実に関しては，学問的にも注目に値する。
以下，大正時代から昭和以降の都市鳥瞰図を
手がけた吉田初三郎について記述する。
１）生涯スポーツ学部スポーツ教育学科
大正・昭和初期の鳥瞰図に見るスポーツ，教育，厚生施設に
関する研究（その２）
A Study on the Facilities of Sport, Education, Health and Welfare
 by Bird’s-eye View in from the Taisho Era to the Early Showa Era（Part Ⅱ）
水 　 野 　 信 太 郎１）
Shintaro MIZUNO
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吉田初三郎の生い立ち
　吉田初三郎（よしだ・はつさぶろう，1884
〜1955）は，京都において泉（いずみ）家の
長男として生まれた。明治17年３月4日のこと
であった。この日が戸籍に記載されている。
実際の誕生日が正確にいつであったのかとい
う点に関しては，諸説があって現在では確定
することが困難な状況となっている。父は石
川県金沢の出身で，一説によると泉鏡花（い
ずみ・きょうか，本名：鏡太郎，1873〜1939）
の親戚にあたるといわれる。しかし父親が翌
18年に他界したため，初三郎は母方の姓であ
る吉田姓を名乗ることとなる。のちに母ハル
は他家へ嫁いで二男一女をもうけるが，初三
郎自身は生涯，吉田姓を通した。
　今日に至っては吉田初三郎と，父親の縁戚
と伝えられる金沢出身の文豪，泉鏡花との血
縁関係を確認する手立ては見当たらないよう
である。このため本稿においては後年の初三
郎と晩年を迎えた鏡花の顔写真を掲載してお
く。前者は初三郎の子の子でいらっしゃる阿
瀬太紀（あせ・たいき）氏の手元に残されて
いる新聞スクラップを撮影させていただいた
ものである。後者は著名な写真家である木村
伊兵衛が，東京の麹町下六番町11にあった泉
鏡花の自宅を訪問して撮影した有名な一コマ
である。鏡花の自宅の向かい側には，北海道
にも縁がある有島武郎ら３兄弟の父親である
有島武の邸宅があり，撮影当時は武郎の実弟
である里見惇（さとみとん）が居住していた。
吉田初三郎と泉鏡花両者の風貌からは，細お
もての姿に共通性が感じられる。なお後年の
ことであるが，吉田初三郎は画家の立場から
劇関係の事項を扱う雑誌において，泉鏡花と
仕事を共にしている。やはり実際に縁があっ
たのである。
　初三郎の生涯には幾点かの幸運があったよ
うに考えている。その最初の一点が京都の市
街地に生まれ育ったという点である。幼くし
て母子家庭となったため彼は，修徳尋常小学
校（義務教育４年，のちの京都市立修徳小学
校:現在の京都市立洛央小学校）を卒業すると
直ちに西陣の「釜屋」という京友禅の図案師
に丁稚奉公をする。生来，絵を描くことを好
み，また巧みであったことにもとづく職業選
択である。明治27年のことであった。しかし
師匠が急逝してしまう。このため地元の画家
を通じて，まだ呉服店時代であった京都三越
の友禅図案部へ転職することに成功する。こ
れなども京都という都市において伝統的な美
術工芸品が実業として継承されていた歴史が
幸いした。と同時に初三郎の幸運をも感じさ
せる。初三郎は学歴がないにもかかわらず腕
の良さが認められた結果，当時の巡査と同等
の俸給を得るまでになる。
　ところが，その安定した生活の中にあって，
彼としては純粋な美術作品を制作する生活を
夢みることとなる。母親さえもが安心できる
収入を得ていながら，純粋美術を学ぶ道を東
京に求めた。明治35年，18歳のことであった。
白馬会研究所において絵画研究をしたとい
う。当時，同研究所において初三郎らに美術
教育を指導したのは岡田三郎助や中澤弘光た
ちであった。２年後に20歳を迎え，徴兵検査
を受ける。徴兵検査は本籍地で受けることに
なっていたので，東京の生活から故郷:京都へ
帰る。検査の結果は丙種合格。元来，身体が
丈夫という体質ではなく，外見からも細さが
目立つ。このため兵役の義務はない。それに
187
もかかわらず明治37年から始まった日露戦争
に，翌38年であるが志願して中国東北部へ出
兵する。初三郎にとって２点目の幸運は，軍
隊との出会いが幸いしたことである。彼にと
って軍との関わりは，日本国内とは異なる土
地を広い視野から見渡す新しい視点を手にす
る好機をもたらした。
師・鹿子木孟郎との出会い
　戦争後に復員した初三郎は再び上京する。
やがて帰郷して京都画壇で生涯の恩師に出
会う。鹿子木孟郎（かのこぎ・たけしろう，
1874〜1941）である。鹿子木は複数回のフラ
ンス留学を経験した洋画家であり当時，関西
美術界で№1の立場になったばかり２）であっ
た。前任の浅井忠（あさい・ちゅう，1856〜
1907）が明治40年に急逝したためである。初
三郎が鹿子木に入門を許されたのは翌41年で
あった。この点も吉田初三郎の強運を感じさ
せる。鹿子木としては旧勢力ではなく，自前
の門下生を育てたいと考えていたことであろ
う。その点，初三郎は正規の美術教育を受け
ていない上に，特定の流派にも属さない。鹿
子木にとっては誠に望ましい青年であった。
これが３点目の幸運である。
　彼は初三郎に意外な指導をする。フランス
では広告やポスター，ビラの制作などを一流
の画家が手がける。しかし日本では違う。今
日でいうグラフィックデザイナーとしての活
動を始めないかとの提案であった。
　吉田にとって幸運の第４は，鳥瞰図のデビ
ュー作「京阪電車御案内」が望外の褒められ
方をしたことである。それは大正３年に父祖
の地である関西を訪問中の皇太子（のちの昭
和天皇）が，京阪電車の車中で同社の重役陣
から初三郎の鳥瞰図を手渡されたことにある。
しかも皇太子は「これは綺麗でわかりやすい。
東京へ持ち帰って学友にわかちたい。」とのお
言葉を述べられたという。このお褒めにより，
写真−１　吉田初三郎 写真−２　泉鏡花
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吉田初三郎は図会報国という自身の生き方を
決定することとなる。
　幸運その５は鳥瞰図絵師として出発した際，
彼が時代に恵まれたことを痛感する。大正期
という新たな時を迎え，欧州に比べアジア地
域が戦争から遠ざかり，国内では旅行そして
観光の振興が見られた。温泉という地域開発
を通して人的な支援も得られた。このような
状況は昭和１けたまで続く。たび重なる各地
での博覧会など，イベントも繰り返された。
　しかし昭和６年の満州事変，その結果とし
て日本が国際連盟から同８年に脱退するなど
戦時色が強まる。軍事施設を含む景観を描く
行為でもあった鳥瞰図作成は，軍部の暴走，
軍国化によって，やがて多大な制約を受ける
時代となる。昭和12年１月には母ハルを失い，
この年には日中戦争が勃発する。華々しい鳥
瞰図の時代，平和な社会は終焉を迎えた。
　初三郎は純粋な画壇からは縁遠く，これま
で美術史に登場することがなかった。その最
大の理由は，同時代の画家たちから排斥され
たことによろう。現代でいうアシスタント，
スタッフを総動員して作品を完成する手法を
構築した画家であった。他者の手が加わった
表−１　セラミックアートセンターの絵地図展で掲示した年譜
吉田初三郎　年譜（北海道との関連を中心に）
1884年（明治17） 京都で誕生。当初の姓は泉（父方は泉鏡花の親戚か）。
1885年（明治18） 父死去。母方姓の吉田姓に戻る。
1894年（明治27） 友禅図案師に奉公。
1902年（明治35） 京都三越の友禅図案部に職工として勤務。
1904年（明治37） 徴兵検査，丙種合格。
1905年（明治38） 日露戦争に第十六師団（京都）として従軍。満州各地を転戦。
1907年（明治40） 除隊後，上京。東京白馬会に入会。
1909年（明治42） 京都に戻り関西美術院で絵画を学ぶ。初代院長，浅井忠前東京美術学校教授急逝し，
鹿子木孟郎が院長に就任。これにより初三郎は鹿子木門下となる。
1912年（明治45） 鹿子木から「洋画界のためにポスターや壁画や広告図案を描く大衆画家となれ」と指
導を受ける。
1913年（大正２） 「京阪電車御案内」を描く。
1914年（大正３） 皇太子（昭和天皇）が「京阪電車御案内」をご嘉賞。
耶馬溪や瀬戸内海遊覧案内図作成のため各地を写生旅行。宮島，寒霞渓，道後温泉，琴平，
高松屋島の名所図会を発表。京都日出新聞，大阪時事は「大正の広重」と絶賛。
1916年（大正５） 「近江鉄道」，「湖南汽船」，「京津電車」，「日光名所図会」，「高輪泉岳寺」などを発表。
1918年（大正７） 「伊勢名所図会」を描く。北海道開道五十年記念博覧会開催を契機に札幌鉄道局より「北
海道交通鳥瞰図」作成の依頼を受ける。道内各地をスケッチ旅行。
1919年（大正８） 登別温泉，定山渓を訪れる。樺太を踏査。
1923年（大正12） はじめて日本ラインを踏査。関東大震災のため品川の自宅が壊滅。名古屋鉄道常務・
上遠野富之助が日本ライン沿いの蘇江倶楽部を提供。初三郎はここを画室とする。
1924年（大正13） 「関東震災全域鳥瞰図絵」を描く。宮崎県高千穂に写生旅行。
1927年（昭和２） 朝鮮総督府，満鉄，大連汽船の招聘により，満州国新京を中心に満ソ国境，天津，北
京などを旅行。大連の満鉄クラブで初三郎展示会開催。
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絵画などは，真の芸術作品とは認められない
という価値観が純粋美術の世界である。
浅井忠と夏目漱石の交流
　ここで吉田初三郎の恩師である鹿子木孟郎
に関する事項から離れて，いわば鹿子木の前
任者である浅井忠に触れたい。浅井の画業3）
は広く知られる。本稿では別の視点から　　
意外な事実を付け加えておく。浅井と漱石の
交流である。
　関西画壇ナンバーワンであった浅井忠と文
豪・夏目漱石は，共にヨーロッパ留学経験を
有する友人同士であった。漱石は親しい友人
であった浅井をモデルとした画家の遺作発表
展を小説「三四郎」の後半に登場させている。
（前略）此奥の別室にね。深見さんの遺畫
があるから，それ丈見て，歸りに精養軒へ
入らつしやい。（中略）深見さんの水彩は
普通の水彩の積で見ちや不可ませんよ。何
處迄も深見さんの水彩なんだから。（後略）4）
　つぎは廣田先生の転居先・引っ越し作業中
の一場面である。ここでも漱石作品らしく絵
1929年（昭和４） 北海道層雲峡を視察。旭川鳥瞰図作成中の初三郎は旭川・北海ホテルに逗留。
1930年（昭和５） 北海道層雲峡を訪れる。定山渓温泉鉄道図会，洞爺湖温泉名所図会，小樽全市を中心
とせる交通大鳥瞰図図会執筆のため踏査写生。北海道周遊は四ヶ月に及ぶ。
1935年（昭和10） 初三郎支援者のひとり「別府亀の井ホテル」社長・油屋熊八死去。
台湾をスケッチ旅行。
1936年（昭和11） 本拠地を犬山から八戸市種差の潮観荘に移転。北海道大演習で天皇台覧予定の「北海
道全道大鳥瞰図」「函館全市鳥瞰図」などを制作。函館みなと祭りのポスターを手がける。
鹿子木に従い層雲峡へ。読売新聞社記者へ「東洋一の景勝地と折紙をつけた道内の二
名所」に根室港を中心とする雄大な風光，黄金道路を挙げる。北海道大演習の大本営
で「北海道全道大鳥瞰図」や札幌，函館，釧路，室蘭，旭川の鳥瞰図が台覧に。道庁
から委嘱の行幸記念絵はがきも皇太后の台覧に供す。
1937年（昭和12） 小樽での北海道大博覧会を機に「小樽市鳥瞰図」を描く。
1938年（昭和13） 支那方面艦隊従軍画家として上海へ出征。翌1939年も中支戦線へ従軍。
1940年（昭和15） 当局の鳥瞰図取締が強化されたため，絵はがき作家に転向。
1941年（昭和16） 鹿子木孟郎死去。
1946年（昭和21） 広島市に仮画室を設け，原爆の図を描く。
1947年（昭和22） このころから没年まで北海道各市町村の鳥瞰図を手がける。
1950年（昭和25） 「小樽市鳥瞰図」（英文併記）を作成。京都市山科御陵の自宅に帰る。大病を患う。
1955年（昭和30） 札幌で北方領土返還期成同盟による北方資料展が開催され，同展のパンフレット表紙
に初三郎の描いた北方領土の絵柄が使われる。
８月16日，京都で没。享年71歳。
出典　『別冊太陽　大正・昭和の鳥瞰図絵師　吉田初三郎のパノラマ地図』「吉田初三郎年譜」吉田初三郎研究
プロジェクト
　上記の年譜のうち最上段のタイトルが大きなポイントによる文字で表記されているのは当然であるが，これ
らのほかにも太字で示された項目があった。それは北海道に関連した事項である。具体的には1918年の北海道
開道五十年記念博覧会，翌年の登別と定山渓，1929年と翌年のすべて，1936年の北海道大演習，翌年の小樽，
1947年の事項と1950年の小樽，そして1955年の北方領土にかかわる項目であった。（その後の研究成果による
年代等の異同があるが，本稿ではそのまま再録する）
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画の話題が登場する。
　畫はマーメイドの圖である。裸體の女の
腰から下が魚になつている。魚の胴が，ぐる
りと腰を廻つて，向ふ側に尾だけ出てゐる。
女は長い髪を櫛で梳きながら，梳き餘つた
のを手に受けながら，此方を向いてゐる。5）
　漱石は英文学研究者であり俳人でもあり著
名な小説家であったが，美術とくに絵画への
関心を強く示していた。この夏目漱石が日本
近代の青年像として生み出した三四郎の年齢
設定が明治10年代後半のようである。
　（前略）與次郎は，突然三四郎の方を向
いて，
「小川君，君は明治何年生れかな」と聞いた。
三四郎は單簡に，
「僕は二十三だ」と答えた。6）
とある。この内容を受けて漱石門下の小宮豐
隆が漱石全集の解説『三四郎』において
　三四郎と美禰子とは，同い年の，二十三
であつた。7）
と明記している。実は，吉田初三郎も彼らと
同年代に生きた若者たちの一人であったこと
になる（表−２参照）。　
　つづいて「三四郎」以外の漱石作品に注目
してみる。漱石は自身が英語教師でありなが
ら，主人公である坊っちゃんを数学の教員に
設定している。そして丁寧なことに松山中学
教師陣の中に美術科担当の登場人物まで詳細
に設定している。
　畫學の教師は全く藝人風だ。べら 〳 〵し
た透綾の羽織を着て，扇子をぱちつかせて，
御國はどちらでげす，え？東京？夫りや嬉
しい，御仲間が出來て……私もこれで江戸
つ子ですと云つた。こんなのが江戸つ子な
ら江戸には生まれたくないもんだと心中に
考へた。８）
「あの松を見給へ，幹が眞直で，上が傘の
様に開いてターナーの畫にありそうだね」
と赤シャツが野だに云ふと，野だは「全く
ターナーですね。どうもあの曲り具合つた
らありませんね。（後略）」９）
　そして更に「坊っちゃん」だけではなく，「吾
輩は猫である」の作中においては絵画の話題
が，幾度か登場する。
何を買ってきたのかと思ふと水彩繪具と毛
筆とワツトマンといふ紙で今日から謡や俳
句をやめて繪をかく決心と見えた。10）
（前略）吾輩は美學を専攻する積りだから
天地間の面白い出來事は可成寫生して置い
て將來の参考に供さなければならん，氣の
毒だの，可哀相だのと云ふ私情は學問に忠
実なる吾輩如きものゝ口にすべき処でない
と平氣で云ふのだろう。僕もあんまり不人
情な男だと思つたから泥だらけの手で君の
寫生帳を引き裂いて仕舞つた。11）
などと書かれている。このようにして夏目漱
石は，美学者・迷亭の名で美術関係の人物像
を構築しているのである。
　なお漱石作品ではないが浅井忠に関しては，
鹿子木孟郎の手になるポンチ繪が残されてい
る。それは上下３段になっていて，上段が浅
井忠の画室における制作風景であろうか。中
段は小山正太郎が，日本間（和室）とおぼし
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き部屋で脇肘に左ひじをかけて寛ぐようす。
下段には松岡壽が車夫となって大きな丸い笠
をかぶり，シルクハットの紳士を乗せた人力
車を曳く姿である。そして上中下すべてに共
通するタイトルが「明治三大洋畫伯の現狀」
というものである。室内で制作に励む者，座
敷で画壇発展策を試考する者，社会において
他者を新しい方向へ運んでいく者と３者３様
である。各人の違いを，年代的に少し後輩で
ある鹿子木が楽しい作画に仕上げている。12）
近年の鳥瞰図をめぐる動き
　昨年，北海道内で定常的に吉田初三郎鳥瞰
図が展示されている事例を目にした。原画が
富良野市内で保存されている。「開町五十年
記念富良野町鳥瞰図」筆:吉田初三郎，昭和
27年８月である。初三郎にとって最晩年の作
品だと考えられる。その内容は遠景中央に狩
勝峠，左手に富良野岳さらに左側には十勝岳
が配されている。画面の最上段左は大雪山で
ある。地上の左端には旭川，そして画面の右
上から手前中央そして最終的には左下へと空
知川が流れていく。地上の中央に富良野駅が
大きく描かれ，手前方向に空知川の川岸が見
られる。この鳥瞰図によって，富良野市街地
は根室本線の鉄路と空知川に挟まれた三角形
の街区であるという事実を改めて理解するこ
とができる。
　また各地の都市を扱った文献中13）に，初
三郎作品ではないが鳥瞰図あるいは類似の立
体的な作画法の地図を掲載している実例があ
る。『我が青春の街角へ　札幌　昭和ノスタ
ルジー』PP.184−185に昭和42年頃の定山渓鉄
道沿線図，とのキャプションが付された鳥瞰
図が掲載されている。またP−211には［電
車路線変遷図］昭和39年12月から昭和41年９
月，と題された路線図が示される。これは地
図ではあるものの，道庁，時計台，豊平館な
どランドマークとなる建築物の正面をわかり
やすく具象的に表現している図である。さら
にP−220の下部には「明治六年　札幌市街
之真景」に含まれる藻岩山・円山をカラー印
刷で掲げている。クレジットとして北海道大
学植物園・博物館蔵，と明示されている。ま
っすぐな道路とそれに直交する計画された街
区が鮮明に見て取れる。画面の手前側には左
方から右方向へ創成川が描かれている。くわ
えてP−223には
　温泉は定山渓から送湯管でつなぎ，市電
「円山三丁目停留場」から「温泉下」まで電
車も開通していた／「札幌温泉案内」より。
札幌中央図書館所蔵
としている。カラーリングされた日本画風の
色彩をもつ鳥瞰図で，淡いながらも明るい画
面となっている。図の右手が北，左側が南方
向で，定山渓は画面の左奥遠方に位置する。
　江別市内で吉田初三郎の鳥瞰図を毎年カレ
ンダーのデザインに活用している実例も見ら
れる。「石狩支庁管内鳥瞰図」，「南幌町鳥瞰
図」，「長沼町鳥瞰図」などを続けている地元
企業の実践例である14）。
　さらに今日的な意義を初三郎作品に見いだ
すことができる。それは第二次世界大戦の終
結から70周年を経過し，平和の尊さを改めて
強調する意味をもって現代に存在している世
界遺産「原爆ドーム」に関わる作品である。
広島に投下された原子力爆弾を吉田初三郎
が，大戦後に彩色を施した絵画として作成し
ている。この時期に掲載することに少なから
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ぬ意義があるものと考える。今日では入手し
難い作品である。図−10から同−12に掲げる。
　また今春は東日本大震災から満5年を迎え
る。岩手，宮城，福島の東北3県が甚大な被
害を被った。とりわけ，それらの太平洋岸各
地は極めて大きな痛手をうけた。その旧状を
初三郎が描いているのである。本稿にあって
は釜石の事例（図−3）を示すこととする。
むすび
　本研究では鳥瞰図絵師である吉田初三郎の
画業を中心に跡付けてきた。まとめとして彼
が鳥瞰図という手法を創始し発展させるまで
に出会った幸運を再度整理しておく。
① 京都という伝統的美術工芸が盛んな都市
に生まれ育ったこと。
② 故郷を離れ，兵役の体験も生かし広い世
界を見る視点を得た。
③ 鹿子木孟郎に出会うことが出来た時期の
状況と初三郎の資質。
④ 最初の作品によって，皇太子から過分な
お褒めを頂戴した点。
⑤ その後の大正昭和初期が鳥瞰図にとって
追い風になったこと。
の５点である。
　本稿では鳥瞰図絵師，吉田初三郎にかかわ
る歴史的な評価を中心にして記述をすすめて
きた。彼の作品は戦前の日本列島，樺太，千
島列島，朝鮮半島，台湾，中国大陸の姿を見
渡した独特な記録的映像だと位置づけること
が出来る。それらの作品中には，広島の原爆
さえもが含まれる。
　また本稿で図示する図中には運動場，野球
グランド，スキー場，スケート場（図−2），
練兵場（図−8），文部省体育研究所，女子体
操学校（図−5）などのスポーツ関連施設が見
られる。そして帝国大学，旧制の高等学校，
師範学校，中学校，高等女学校，商業学校，
工業学校，農学校，高等小学校（図−4）など
多彩な学校が姿を見せる。さらに動物園，植
物園（図−7），水族館（図−9），美術館ほか
の社会教育機関・生涯学習施設もある。くわ
えて病院（図−1，同−6），衛生施設などの厚
生分野の社会的ストックも描かれている。
　今後は収集した資料を活用して，より詳細
な研究を進めていくことを計画している。
謝辞
　本稿をまとめるに際してきわめて多くの
方々に御力添えを賜った。この紙面を拝借し
て謝意を表するものである。吉田初三郎の孫
として今なお京都市山科区にお住まいの阿瀬
太紀さま夫妻，日本古地図学会の理事を務め
られ初三郎研究会の中心的存在でいらっしゃ
る長瀬昭之助氏，かつて名古屋鉄道教育セン
ター名鉄資料館の副長でいらした伊藤利春さ
ま，仙台藩白老元陣屋資料館の武永真学芸員，
スペース・デザイン工業江別支店の川﨑和哉
支店長，同社隣家の佐藤根さま，江別市役所
の石垣秀人氏，能登印刷の出版企画部出版編
集課吉田智史課長，故人になられてしまった
が東京都千代田区神田須田町時代の財団法人
交通文化振興財団交通博物館におられた岸由
一郎学芸員，定山渓観光ホテル山渓苑の上野
昌男専務取締役，同角田貴昭支配人，同じく
工藤敦男営業課長ほか実に多数の皆様より御
指導ご鞭撻を頂戴した。こころより感謝を申
し上げる次第です。
193
図−１　札幌市鳥瞰圖（部分）
図−２　花巻温泉鳥瞰図（部分）
図−３　釜石市街鳥瞰図（部分）
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表−２　吉田初三郎の同世代美術家たち一覧
鏑木　清方（かぶらき・きよかた） 明治11年（1878）生まれ 昭和47年（1972）没
荻原　守衛（おぎわら・もりえ） 明治12年（1879）生まれ 明治43年（1910）没
津田　青楓（つだ・せいふう） 明治13年（1880）生まれ 昭和53年（1978）没
橋口　五葉（はしぐち・ごよう） 明治14年（1881）生まれ 大正10年（1921）没
坂本　繁二郎（さかもと・はんじろう） 明治15年（1882）生まれ 昭和44年（1969）没
石井　柏亭（いしい・はくてい） 明治15年（1882）生まれ 昭和33年（1958）没
青木　繁　（あおき・しげる） 明治15年（1882）生まれ 明治44年（1911）没
有島　生馬（ありしま・いくま） 明治15年（1882）生まれ 昭和49年（1974）没
小林　古径（こばやし・こけい） 明治16年（1883）生まれ 昭和32年（1957）没
高村　光太郎（たかむら・こうたろう） 明治16年（1883）生まれ 昭和31年（1956）没
北大路　魯山人（きたおおじ・ろさんじん） 明治16年（1883）生まれ 昭和34年（1959）没
朝倉　文夫（あさくら・ふみお） 明治16年（1883）生まれ 昭和39年（1964）没
安田　靫彦（やすだ・ゆきひこ） 明治17年（1884）生まれ 昭和53年（1978）没
吉田初三郎（よしだ・はつさぶろう） 明治17年（1884）生まれ 昭和30年（1955）没
近藤浩一路（こんどう・こういちろ） 明治17年（1884）生まれ 昭和37年（1962）没
竹久　夢二（たけひさ・ゆめじ） 明治17年（1884）生まれ 昭和９年（1934）没
前田　青邨（まえだ・せいそん） 明治18年（1885）生まれ 昭和52年（1977）没
川端　龍子（かわばた・りゅうし） 明治18年（1885）生まれ 昭和41年（1966）没
萬　鉄五郎（よろず・てつごろう） 明治18年（1885）生まれ 昭和２年（1927）没
高村　智恵子（たかむら・ちえこ） 明治19年（1886）生まれ 昭和13年（1938）没
富本　憲吉（とみもと・けんきち） 明治19年（1886）生まれ 昭和38年（1963）没
岡本　一平（おかもと・いっぺい） 明治19年（1886）生まれ 昭和23年（1948）没
土田　麦僊（つちだ・ばくせん） 明治20年（1887）生まれ 昭和11年（1936）没
中村　彝　（なかむら・つね） 明治20年（1887）生まれ 大正13年（1924）没
梅原　龍三郎（うめはら・りゅうざぶろう） 明治21年（1888）生まれ 昭和61年（1986）没
安井　曾太郎（やすい・そうたろう） 明治21年（1888）生まれ 昭和30年（1955）没
今　和次郎（こん・わじろう） 明治21年（1888）生まれ 昭和48年（1973）没
中原　悌二郎（なかはら・ていじろう） 明治21年（1888）生まれ 大正10年（1921）没
岸田　劉生（きしだ・りゅうせい） 明治24年（1891）生まれ 昭和４年（1929）没
恩地　孝四郎（おんち・こうしろう） 明治24年（1891）生まれ 昭和30年（1955）没
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図−４　盛岡市鳥瞰図（部分）
図−５　京王電車沿線名所圖繪（部分）
図−６　名古屋市鳥瞰圖（部分）
注
１）拙稿「大正・昭和初期の鳥瞰図
に見るスポーツ，教育，厚生施設
に関する研究（その１）」，『北翔
大学生涯スポーツ学部研究紀要　
第2号』編集：北翔大学生涯スポー
ツ学部，発行：北翔大学生涯ス
ポーツ学部，2011.3.25，PP.35−
50
２）『日本の美術　352　明治の洋画
─鹿子木孟郎と太平洋画会』執
筆・編集：児島薫，発行:至文堂，
1995年9月15日，P−64
３）『日本の美術　353　明治の洋画
─浅井忠と京都画壇』執筆・編集：
島田康寛，発行:至文堂，1995年
10月15日，PP.86 ‐ 89
　『近代の美術　46　フォンタネー
ジと工部美術学校』編集：青木茂，
発行：至文堂，昭和53年５月１日，
pp.57-58.
４）「三四郎」，『漱石全集　第四巻
　三四郎・それから・門』著者:
夏目漱石，発行:岩波書店，昭和
41年3月25日，P−213
５）前掲「三四郎」P−102
６）前掲「三四郎」P−77
７）小宮豐隆「解説『三四郎』」，前
掲『漱石全集　第四巻』P−874
８）「坊っちゃん」，『漱石全集　第
二巻　短編小説集』著者:夏目漱
石，発行:岩波書店，昭和41年1月
11日，P−258
９）前掲「坊っちゃん」P−284
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図−７　鞍馬電鐵沿線名所交通鳥瞰図（部分）
図−８　舞鶴を中心とせる日本海交通鳥瞰図（部分））
図−９　博多名所遊覧圖繪（部分）
10）「吾輩は猫である」，『漱石全集
　第一巻　吾輩は猫である』著者:
夏目漱石，発行:岩波書店，昭和
40年12月9日，P−11
11）前掲「吾輩は猫である」P−165
12）『現代漫畫大觀　第拾編　近代
日本漫畫集』編纂兼発行者：田口
鏡次郎，発行：中央美術社，昭
和4年4月15日，P-164。また前掲
シリーズ『現代漫畫大觀　第拾
編　近代日本漫畫集』PP.250-261
に，吉田初三郎の助手を務めたこ
とのある近藤浩一路が，旧東海道
五十三次の石薬師，關，土山，水
無口，石部，そして富士川下りの
様子を挿絵として掲載している。
13）近年発行された吉田初三郎に関
する文献を掲げておく。『我が青
春の街角へ　札幌　昭和ノスタル
ジー』編著：ぶらんとマガジン社，
発行：ぶらんとマガジン社，平成
26年12月30日
　『絵地図　北上川　源流から河口
まで』画：八重樫光行，編集：北
上川流域連携交流会，発行：北上
川流域連携交流会，1999年
　『吉田初三郎の絵地図　まち・乗
り物・たてもの展　鳥になって風
景と歴史を眺めよう』編集:江別
市セラミックアートセンター，発
行:「吉田初三郎の絵地図　まち・
乗り物・たてもの展」開催実行委
員会，2007（平成19）年8月11日
　『全國鐵道旅行繪圖』著者:今尾恵
助，発行:けやき出版，2011年4月
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20日
　『鳥瞰図でたどる大正〜昭和初期の鉄道・
山岳・温泉　信州観光パノラマ絵図』編者：
信濃毎日新聞社出版部，発行:信濃毎日新
聞社，2013年3月31日
　『北陸新幹線沿線パノラマ地図帖　鳥瞰図
でめぐる昭和の東京〜北陸』編集:能登印
刷出版部，発行: 能登印刷出版部，2015年
8月16日，ちなみに上記書籍を企画してい
る段階で，東京都，埼玉県，群馬県，長野
県，新潟県，富山県，石川県，福井県内の
都市あるいは鉄道沿線を描いている歴史的
図−10　原爆投下直後のようす（初三郎・筆）
図−12　投下後の原爆ドーム図−11　戦前の広島県産業奨励館
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な鳥瞰図の一覧表を作成した。
14）スペース・デザイン工業江別支店
　平成27年鳥瞰図カレンダー「石狩支庁管
内鳥瞰図」吉田初三郎画　鳥瞰図サイズ：
155×535㎜　昭和12年，実際に印刷された
鳥瞰図の大きさ（図の実物採寸）は574㎜
×217㎜，12箇月の日付をすべて印刷した
カレンダー全体は605㎜×421㎜　　
　平成27年鳥瞰図カレンダ 「ー南幌町鳥瞰図」
吉田初三郎画　鳥瞰図サイズ：209㎜×551
㎜　昭和39年，実際に印刷された鳥瞰図の
大きさ（図の実物採寸）は，574㎜×217㎜，
12箇月の日付をすべて印刷したカレンダー
全体は604㎜×421㎜
　平成28年鳥瞰図カレンダ 「ー長沼町鳥瞰図」
吉田初三郎画　鳥瞰図サイズ：172×493㎜
　昭和28年，実際に印刷された鳥瞰図の大
きさ（図の実物採寸）は，571㎜×218㎜，
なお12箇月の日付をすべて印刷したカレン
ダー全体は591㎜×420㎜
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